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連
載
・
水
素

▶
【
逆
さ
地
図
】
こ
の
地
図
は
富
山
県
が
作

成
し
た
地
図
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る

（
24
情
使
第
２
３
８
号
）

◆第37回電設工業展（JECA FAIR）
会期：2019年5月22日（水）～ 24
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 
17：00（初日は10：30から・最
終日は16：30まで）▷会場：東
京ビッグサイト西1・2ホール（東
京都江東区有明3-11-1）▷主催：
一般社団法人日本電設工業協会
/問合せ先：03-5413-2163（事務
局）

◆自治体総合フェア2019
会期：2019年5月22日（水）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：東京ビッグサイト西3ホー
ル（東京都江東区有明3-11-1）▷
主催：一般社団法人日本経営協
会/問合せ先：03-3403-1338（事
務局）

●第13回 イワタニ水素エネルギ
ーフォーラム「水素社会実現に
向けた国内外の最新動向」
＜大阪大会＞会期：2019年3月
14日（木）▷開催時間：12：00 ～
17：00（開 場：12：30 ～）▷ 会
場：グランフロント大阪 北館

地下2階 ナレッジキャピタル 
コングレコンベンションセンタ
ー ホール『A+B』（大阪市北区
大深町3-1）／＜東京大会＞会期：
2019年4月15日（月）▷開催時間：
12：00 ～ 17：00（開 場：12：30
～）▷会場：東京プリンスホテ
ル 2階『鳳凰の間』（東京都港
区芝公園3-3-1）▷参加費：無料
▷主催：岩谷産業株式会社/問
合せ先：フォーラム事務局03-
5405-5932

●第4世代地域熱供給シンポジウ
ム
会期：2019年3月14日（木）▷開
催時間：13：30 ～ 17：00（開場
13：00 ～）▷会場：憲政記念館 
講堂（東京都千代田区永田町1丁
目1-1）▷参加費：無料（要申込）
▷主催：認定NPO法人環境エネ
ルギー政策研究所（ISEP）／共催：
一般社団法人全国ご当地エネル
ギー協会/問合せ先：03-3355-
2200

●DC1500V太陽光発電システムタ
イアップセミナー
会期：2019年3月15日（金）▷開
催時間：13：30 ～ 17：00（受付
開始13：00 ～）▷会場：TKP上野

駅前ビジネスセンターカンファ
レンスルーム3A（東京都台東区
東上野 3-18-6 第一吉沢ビル 
3F）▷参加費：無料（要事前申込）
▷主催：トリナ・ソーラー・ジ
ャパン／東芝三菱電機産業シス
テム／シエル・テール・ジャパ
ン／アイテス/問合せ先：077-
599-5040（アイテス内）

●地域新電力応援セミナー
会期：2019年3月18日（月）▷開
催時間：13：00 ～ 17：00▷会
場：広島国際会議場 ヒマワリ

（広島市中区中島町1-5）▷対象：
新電力の設立を検討している、
あるいはすでに運営している
自治体、企業▷参加費：無料
▷主催：経済産業省 中国経済
産 業 局/問 合 せ 先：082-224-
5736（中国経済産業局 資源エ
ネルギー環境部 電力・ガス事
業課）

●水素エネルギー社会形成研究会 
現地見学会inセントレア～バス
対応水素ステーションとフォー
クリフト用水素充填所～
会期：2019年3月20日（水）／ 22
日（金）／ 25日（月）／ 26日（火）
▷会場：中部国際空港（愛知県

常滑市セントレア1丁目）▷対象：
事業者（水素ステーションの運
営に関心のある事業者／燃料電
池バス・燃料電池フォークリフ
トに関心のある事業者／その
他、水素エネルギー関連産業に
関心のある事業者）▷参加費：
無料/問合せ先：052-954-6350
（愛知県産業労働部産業科学技
術課 新エネルギー産業グルー
プ）

●日本学術会議公開シンポジウム
「サステイナブルな社会に向け

た科学技術と自然界での炭素･
水素･酸素･窒素の循環の調和」
会期：2019年4月12日（金）▷開
催 時 間：13：00 ～ 18：00▷ 会
場：日本学術会議講堂（東京都港
区六本木7-22-34）▷参加費：無
料（要事前申込）▷主催：日本学
術会議 化学委員会・総合工学委
員会・材料工学委員会合同触媒
化学・化学工学分科会／科学技
術振興機構 研究開発戦略センタ
ー／日本学術振興会 科学研究費
新学術領域「光合成分子機構の
学理解明と時空間制御による革
新的光―物質変換系の創製」（I4
LEC）／一般社団法人日本化学連

合／公益社団法人化学工学会/問
合 せ 先：20190412CHNO@gmail.
com（事務局）

●FCDIC第26回燃料電池シンポジ
ウム
会期：2019年5月23日（木）・24日
（金）▷会場：タワーホール船堀
（東京都江戸川区船堀 4-1-1）▷
参加費：一般参加者＝早期割引
料金（4月22日迄）8,000円・通常
料金（4月23日以降）10,000円など
各種あり要確認▷主催：一般社
団法人燃料電池開発情報センタ
ー（FCDIC）/問合せ先：03-6206-
0231（FCDIC内）

●第56回 日本伝熱シンポジウム
会期：2019年5月29日（水）～ 31
日（金）▷会場：あわぎんホール 
徳島県郷土文化会館（徳島県徳
島市藍場町2丁目14番地）▷参加
費：早期申込（～ 4月5日）会員・
一般1万2,000円など各種あり要
確認▷主催：公益社団法人日本
伝熱学会/問合せ先：symp2019@
htsj-conf.org

新エネルギー関連
イベントカレンダー（3月～ 5月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会
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．
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Something
NEWS
ふるさと

第④回

▼
そ
の
時

２
０
１
１
年
３
月
11
日
14

時
46
分
、
私
は
千
葉
大
学
の

工
学
部
の
研
究
室
に
い
た
。

そ
こ
は
、
５
階
建
の
堅
牢
な

ビ
ル
の
１
階
。
ド
ン
と
上
下

の
震
動
が
あ
っ
た
。
そ
し
て

し
ば
ら
く
横
揺
れ
が
続
い

た
。
そ
の
一
室
は
、
ス
チ
ー

ル
製
の
本
棚
で
囲
ま
れ
て
い

た
の
で
、
そ
の
棚
を
手
と
身

体
で
押
さ
え
た
。

私
は
、
中
学
生
の
時
に
新

潟
地
震
を
山
形
県
鶴
岡
市
で

体
験
し
た
の
で
、
地
震
に
は

あ
ま
り
驚
か
な
い
が
、
こ
の

地
震
は
大
き
い
と
直
感
し

た
。
千
葉
の
研
究
室
で
は
大

き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

当
日
は
停
電
も
な
か
っ
た

が
、
暫
く
し
て
計
画
停
電
が

始
ま
っ
た
。
街
に
出
る
と
、

交
通
信
号
が
消
え
、
巡
査
が

手
信
号
を
し
て
い
た
。
計
画

停
電
の
不
思
議
さ
は
、
街
区

の
一
方
は
明
る
い
が
、
通
り

を
境
と
し
て
他
方
は
真
っ
暗

と
い
う
明
暗
紙
一
重
の
様
子

で
あ
っ
た
。

▼
誓
い

実
は
、
地
震
の
時
に
は
、

本
を
書
い
て
い
た
。
最
終
段

階
で
ゲ
ラ
校
正
と
と
も
に
、

追
記
も
し
て
い
た
。
自
宅
へ

帰
る
Ｊ
Ｒ
外
房
線
も
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
た
の
で
、
大
学
に

２
、
３
晩
泊
ま
っ
て
、
仕
上

の
伸
び
縮
み
を
つ
く
る
の

で
、
応
力
集
中
は
、「
ひ
ず

み
集
中
」
と
も
な
る
。
そ
う

す
る
と
、
接
触
し
て
い
る
部

品
同
士
で
一
方
は
伸
び
、
一

方
は
縮
む
な
ど
の
変
形
に
よ

り
、
摩
耗
が
生
じ
る
。
こ
れ

が
原
因
し
、
接
触
部
に
き
裂

（
ク
ラ
ッ
ク
）
が
発
生
す

る
。
大
事
な
こ
と
は
、
十
数

㍈
の
す
べ
り
が
最
も
危
険
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
機
械
や
構

造
物
の
設
計
で
は
、
フ
レ
ッ

テ
ィ
ン
グ
疲
労
に
つ
い
て
の

知
識
と
設
計
、
さ
ら
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
原
発
で
は
、
部
品
や

要
素
が
多
数
で
、
検
査
が
困

難
な
も
の
が
多
く
、
し
か
も

疲
労
破
壊
す
る
と
巨
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
、
危
険
で
あ
る
。
筆
者
が

原
発
に
否
定
的
な
理
由
は
こ

こ
に
あ
る
。

▼
結
果
と
原
因

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年

で
丸
８
年
が
経
過
し
た
。
地

震
・
津
波
・
原
発
崩
壊
。
家

族
を
亡
く
し
、
故
郷
を
追
わ

れ
た
。
こ
う
し
た
犠
牲
と
不

幸
、
放
射
能
事
故
と
被
害
、

そ
の
後
の
風
評
。
す
べ
て
が

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
つ
く

っ
た
。

原
因
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
か
ら
見
て
、
太
平
洋
の
防

波
堤
で
あ
る
日
本
列
島
は
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
の
も
ぐ
り
こ

み
に
よ
り
、
日
本
列
島
の
乗

っ
て
い
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
プ
レ

ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
る
プ

レ
ー
ト
の
摩
擦
に
よ
る
変
形

に
よ
る
ひ
ず
み
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
解
放
が
、
地
震
を
引
き
起

こ
す
。

大
局
的
に
は
、
こ
の
よ
う

な
プ
レ
ー
ト
も
さ
ら
に
細
胞

的
な
小
さ
な
プ
レ
ー
ト
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各

地
域
で
起
こ
る
地
震
の
原
因

と
な
る
。
地
震
予
測
の
難
し

さ
の
原
因
で
あ
る
よ
う
だ

が
、
こ
う
し
た
地
に
住
む
日

本
人
は
、
知
恵
を
持
っ
て
そ

の
回
避
に
工
夫
を
し
て
き

た
。
原
発
事
故
で
は
、
天
災

と
は
言
え
な
い
局
面
が
多
い
。

▼
責
任

３
・
11
に
お
い
て
最
も
厄

介
な
問
題
は
、
東
京
電
力
福

島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
で
あ
っ
た
。
放

射
能
被
害
が
そ
の
時
の
風
向

に
よ
り
影
響
さ
れ
た
。

こ
れ
が
、
台
風
の
時
に
起

こ
っ
た
ら
？

と
考
え
る
と

恐
怖
で
あ
る
。
強
風
と
風
向

変
化
に
よ
り
、
放
射
能
が
広

域
に
ば
ら
撒
か
れ
る
。
原
発

は
臨
海
部
に
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
台
風
の
時
に
は
高
潮

と
な
り
、
人
力
人
智
で
は
対

応
で
き
な
い
時
間
（
一
時
、

瞬
間
）
が
予
想
さ
れ
る
。

３
・

11

の

時
、「

想

定

外
」
と
い
う
言
葉
で
、
責
任

放
棄
が
な
さ
れ
た
。
巨
大
シ

ス
テ
ム
は
、
集
団
に
よ
る
管

理
維
持
に
な
る
。
す
る
と
、

責
任
の
所
在
が
不
明
確
に
な

る
。
こ
の
問
題
は
、
想
定
外

に
つ
い
て
の
、
事
前
対
応
す

る
動
機
づ
け
が
弱
く
な
り
、

対
策
が
な
さ
れ
な
い
で
放
置

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

▼
反
省

３
・
11
の
こ
の
日
を
迎
え

て
思
う
こ
と
は
、
二
度
と
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
「
人

災
」
で
あ
る
。「
天
災
」
に

対
し
て
〝
抜
か
り
な
く
対
策

す
る
〟
こ
と
へ
の
警
告
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
現
在
の
世

相
で
あ
る
家
庭
内
、
企
業

内
、
そ
し
て
官
庁
内
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
局
面
で
の
人
間
が

原
因
で
生
じ
て
い
る
事
故
や

事
件
、
不
祥
事
に
対
策
が
で

き
て
こ
そ
、
天
災
に
も
対
策

で
き
る
空
気
感
と
な
る
だ
ろ

う
。筆

者
が
何
度
も
本
紙
の
連

載
コ
ラ
ム
で
引
用
し
て
い
る

故
・
今
道
友
信
氏
が
遺
し
た

「
エ
コ
・
エ
テ
ィ
カ
」
が
指

針
に
な
る
。
エ
コ
は
、
私
た

ち
が
生
き
る
場
、
生
活
圏
で

あ
り
、
エ
テ
ィ
カ
は
、
倫
理

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
科
学
技

術
が
支
配
し
て
い
る
現
代
の

社
会
組
織
が
持
つ
べ
き
勇

気
・
忠
・
謙
遜
・
責
任
の
徳

目
で
あ
る
（
本
紙
、
第
52
号

２
０
１
６
年
５
月
16
日
お
よ

び
第
74
号
２
０
１
７
年
３
月

20
日
号
参
照
）。

げ
て
い
た
。『
設
計
者
の
た

め
の
フ
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
疲
労

入
門
』
と
い
う
本
で
、
３
月

14
日
に
、
出
版
社
の
あ
る
東

京
の
日
本
橋
小
網
町
に
、
原

稿
を
持
っ
て
打
ち
合
わ
せ
に

出
か
け
た
。

そ
の
本
の
あ
と
が
き
に

は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
…
こ
の
本
の
編
集
中
に

未
曽
有
の
大
地
震
と
大
津

波
、
そ
し
て
福
島
原
子
力
発

電
の
大
事
故
が
発
生
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
被
災
者
の
皆

様
の
早
期
の
回
復
を
願
い
ま

す
。
ま
た
犠
牲
に
な
っ
て
し

ま
わ
れ
た
御
霊
へ
は
、
今
後

は
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。平

成

23

年

３

月

14

日　
　

佐
藤
建
吉
」

▼
疲
労

書
名
の
フ
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ

疲
労
は
、
機
械
や
構
造
物
の

締
め
付
け
部
で
起
こ
る
疲
労

破
壊
で
あ
る
。
そ
の
疲
労
破

壊
は
、
身
近
な
パ
ソ
コ
ン
の

キ
ー
ボ
ー
ド
で
も
起
こ
る
。

隠
れ
て
い
る
バ
ネ
の
取
付
け

部
が
破
壊
の
原
因
と
な
る
。

機
械
や
構
造
物
の
各
部
品

や
各
要
素
は
、
ほ
か
の
そ
れ

ら
と
結
合
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
結
合
に
は
、
ネ
ジ
止
め
、

は
め
合
い
、
締
め
付
け
な

ど
、
さ
ら
に
は
接
着
や
溶
接

な
ど
さ
ま
ざ
ま
が
あ
る
。
そ

の
結
合
部
で
は
、
角
部
や
隅

部
で
の
形
状
（
カ
タ
チ
）
の

変
化
や
、
結
合
さ
れ
る
部
品

同
士
の
材
質
の
違
い
、
あ
る

い
は
部
品
同
士
の
接
触
に
起

因
し
て
応

力
集
中
が

生
じ
る
。

「
応
力

集
中
」
は

そ
の
名
の

よ
う
に
、

応
力
（
ス

ト
レ
ス
）

が
異
常
に

集
中
し
、

そ
の
値
の

変
化
が
大

き
い
状
態

を
い
う
。

応
力
は
部

品
や
要
素


